
 

 

 

 

テスト期間に入っています。今回、明らかに昨年

度と違うなと感じたのは、ワークなどの提出物が

手つかずという人が少ないという事です。２年生

になって、少し自覚が生まれてきたように感じま

す。提出物の完成は、テスト勉強の主目標ではあ

りません。あくまで確認のための手段です。ワーク

だけを例にとれば、ワーク（予習）⇒自主的な学

習⇒ワーク（確認）となるのが理想です。テスト

直前の勉強でワークをざっと見かえして、ほとん

どの問題ができるようになっている、というのが

テスト勉強を成功させたという事なのでしょう。 

左の通信は、昨年から何度か君たちに提示してい

ます。毎回スルーしている人は、今回からでも取り

組みましょう。土日の午前中や、下校後に勉

強することがとても大切です。そこに、部活

を停止することの意味があります。 

学年集会での先生からの話のまとめ 

国語 漢字ははっきり楷書で書けるようにしておく。表現技法も、漢字で書けるようにしておく。古文は、

意味をとらえておく。歴史的仮名遣いは、現代仮名遣いに直せるようにしておく。国語の学習をして、

それぞれの問題の答え方を練習しておく。 

社会 最低でもワークｐ４０．ｐ４１を完璧にしておく。ここからの出題は１０点以上あります。学年末テス

トの時のような感覚で勉強しておこう。あとは、授業中に行ったサインの問題や、タブレットを用いてレ

ポートを書いたり、相談したところ。プリントを見て思い出しておこう！ 

数学 １年生の内容は基本的な内容を復習しておきましょう。毎度おなじみの数学的用語の問題を出します。計算問題がメ

インです。早く正確に解くことを意識して練習しましょう。（符号ミスや文字の消し忘れ等に注意）リピート B 問題や単元別プ

リントの発展問題も確認しておきましょう（特に、オープンセサミや思考判断表現の問題） 

理科 １年生の内容は「スペシャルビンゴ」で行った５０個の語句を中心に復習しておきましょう。教科

書の太字と関連して確認しておくといいですね。２年生の内容は実験の手順・結果をしっかり思い出し

ておきましょう。問題集・教科書の問題・基礎基本プリントも確認しておくといいですね。 

英語 １年生の Unit8、２年生の Unit１で習ったことをつかって英作文を作ってみよう。こういうのは

どうだろう、というのがあればテスト前に一度先生に見せにきてください。語順トレーニングからの配

点が高いので、繰り返しやること！ 
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